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表-1 元素の検出・未検出比較表. 

元素
番号

元素
記号

黒部川 常願寺川 庄川 小矢部川

12 Mg ▲ ▲ ▲ ○

13 Al ○ ○ ○ ○

19 K ○ ○ ○ ○

20 Ca ○ ○ ○ ○

22 Ti ○ ▲ ▲ ▲

25 Mn ○ ○ ○ ○

26 Fe ○ ○ ○ ○

27 Co ▲ ▲ ▲ ○

34 Se ▲ ▲ ▲ ☓

図-2 黒部川における全試料平均元素含有率. 

図-3 4河川全試料を利用した階層クラスター分析の結果. 
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試料を分析した場合には，複数試料データを平均化した．

階層クラスター分析の結果を図-3に示す．約50 %がクラ

スター2に分類されている．クラスター1と3にはそれぞ

れ約26 %，24 %が分類されている．クラスター1は砂，

クラスター2はNiとMoを含む礫，クラスター3はNiとMo

を含まない礫であった．統計的なクラスター分析結果は，

物性分類からも適切であったと評価できる． 

いずれの河川も中流から下流は主にクラスター2に分

類されており，類似した元素組成であることが考えられ

る．一方，例えば常願寺川のように，上流部と中流・下

流部では明瞭に石礫の種類が異なっていることがわかる． 

５．黒部川における土砂礫の元素組成の特徴 

黒部川では，ダム湖の機能維持や下流河川の河床低下

や海岸侵食防止のために，出し平ダムと宇奈月ダムによ

る連携排砂事業が実施されている．世界的にも稀な事業

であり，土砂動態も特徴的であると考えられる．本稿で

は，研究対象とした4河川の中で特に黒部川の元素組成

の特徴について報告する． 

(1) 元素組成の縦断分布

図-4は黒部川における土砂礫の元素組成の縦断分布を

示している．ここで，各地点において複数の試料を分析

図-4 黒部川における元素組成の縦断分布. 

図-5 宇奈月ダム湖内で平成24年と25年に実施されたボーリングコアの元素組成. 
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図-6 宇奈月湖から下流における砂礫の元素組成を利用した階層クラスター分析の結果. 
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